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特
別
記
事

橋
本
広
大
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

一　

橋
本
広
大
君
が
提
出
し
た
博
士
学
位
請
求
論
文
は
、
四
年
間
に

わ
た
る
本
塾
大
学
院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程
で
の
研
究
の
集
大

成
と
し
て
書
か
れ
た
「
国
際
組
織
犯
罪
対
策
に
お
け
る
刑
事
規
制

―
―
イ
ギ
リ
ス
と
の
比
較
法
的
検
討
―
―
」
で
あ
る
（
以
下
、
こ
れ

を
「
本
論
文
」
と
呼
ぶ
）。
本
論
文
は
、
法
学
政
治
学
論
究
誌
上
に

発
表
し
た
五
編
の
論
文
（「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上

の
独
立
教
唆
罪
の
検
討
」
法
学
政
治
学
論
究
一
一
一
号
〔
二
〇
一
六

年
〕
二
七
三
～
三
〇
四
頁
、「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
制
定
法
上
の
共

謀
罪
の
検
討
」
法
学
政
治
学
論
究
一
一
四
号
〔
二
〇
一
七
年
〕
九
五

～
一
二
八
頁
、「
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
に
お
け
る
『
犯
罪
収
益
』
概

念
に
つ
い
て
―
―
テ
ロ
等
準
備
罪
新
設
に
係
る
二
条
二
項
五
号
の
検

討
―
―
」
法
学
政
治
学
論
究
一
一
六
号
〔
二
〇
一
八
年
〕
二
一
一
～

二
四
三
頁
、「
い
わ
ゆ
る
『
外
国
人
テ
ロ
戦
闘
員
（
Ｆ
Ｔ
Ｆ
）』
問
題

へ
の
刑
法
的
対
応
の
検
討
―
―
国
連
安
保
理
決
議
第
二
一
七
八
号
の

課
す
犯
罪
化
義
務
と
テ
ロ
等
準
備
罪
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」
法
学
政
治

学
論
究
一
一
七
号
〔
二
〇
一
八
年
〕
一
七
一
～
二
〇
六
頁
、「
改
正

組
織
的
犯
罪
処
罰
法
に
お
け
る
『
犯
罪
収
益
』
概
念
と
そ
の
前
提
犯

罪
に
関
す
る
考
察
」
法
学
政
治
学
論
究
一
一
九
号
〔
二
〇
一
八
年
〕

三
七
三
～
四
〇
六
頁
）
を
基
礎
と
し
つ
つ
、
さ
ら
に
大
幅
な
書
下
ろ

し
を
加
え
た
も
の
で
あ
り
、
論
文
末
尾
掲
載
の
資
料
を
含
め
る
と
約

二
五
万
字
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
。

　

本
論
文
の
構
成
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

序　

章　

本
稿
の
検
討
課
題

一　

は
じ
め
に

㈠　

国
際
組
織
犯
罪
対
策
に
お
け
る
刑
事
規
制

㈡　

本
稿
の
検
討
課
題

㈢　

イ
ギ
リ
ス
を
比
較
法
の
対
象
と
す
る
意
義

二　

本
稿
の
概
要
と
位
置
づ
け

㈠　

本
稿
の
概
要

㈡　

本
稿
と
先
行
研
究
と
の
関
係

　

第
一
部　

処
罰
の
早
期
化

　

第
一
章　

�
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
独
立
教
唆
罪

の
検
討

一　

は
じ
め
に
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二　

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
未
完
成
犯
罪
の
概
要

㈠　

概　

説

㈡　

未
遂
罪

㈢�　

二
〇
〇
七
年
重
大
犯
罪
法
の
定
め
る
幇
助
及
び
奨
励
の

罪
㈣　

共
謀
罪

三　

コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
独
立
教
唆
罪

㈠　

総
説

㈡　

客
観
的
要
件
（actus reus

）

㈢　

主
観
的
要
件
（m

ens rea
）

㈣　

一
九
八
九
年
刑
法
典
草
案

四　

検　

討

㈠　

法
律
委
員
会
第
三
〇
〇
号
報
告
書
に
よ
る
指
摘

㈡�　

コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
独
立
教
唆
罪
と
他
の
未
完
成
犯
罪

の
類
型
と
の
関
係

㈢　

小　

括

五　

本
章
の
ま
と
め

　

第
二
章　

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
制
定
法
上
の
共
謀
罪
の
検
討

一　

は
じ
め
に

二　

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
制
定
法
上
の
共
謀
罪

㈠　

総　

説

㈡　

一
九
七
七
年
刑
事
法
律
法
制
定
以
前
の
共
謀
罪

㈢　

一
九
七
七
年
刑
事
法
律
法
制
定
以
後
の
共
謀
罪

三　

一
九
七
七
年
刑
事
法
律
法
の
制
定
過
程

㈠　

総　

説

㈡　

法
律
委
員
会
第
七
六
号
報
告
書
の
概
要

㈢　

学
説
に
よ
る
批
判

㈣　

小　

括

四　

検　

討

㈠　

�

制
定
法
上
の
共
謀
罪
と
他
の
未
完
成
犯
罪
の
類
型
と
の

関
係

㈡　

共
謀
罪
の
処
罰
根
拠

㈢　

共
謀
罪
と
テ
ロ
対
策

㈣�　

合
意
段
階
で
共
謀
罪
が
成
立
す
る
こ
と
の
意
義
と
処
罰

の
実
態

㈤　

共
謀
罪
と
実
体
犯
罪
の
関
係

㈥　

合
意
後
の
離
脱
と
共
謀
罪
の
成
否

五　

本
章
の
ま
と
め

　

第
三
章　

�

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
共
謀
罪
の
検

討

一　

は
じ
め
に

㈠�　

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
共
謀
罪
を
論
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じ
る
意
義

㈡　

検
討
の
手
順

二　

コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
共
謀
罪
を
め
ぐ
る
議
論
状
況

㈠　

概　

説

㈡　

一
九
七
七
年
刑
事
法
律
法
制
定
以
前
の
共
謀
罪

㈢　

法
律
委
員
会
第
七
六
号
報
告
書
に
お
け
る
検
討

三　

コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
犯
罪
と
し
て
の
詐
欺
の
共
謀
罪

㈠　

概　

説

㈡　

二
〇
〇
六
年
詐
欺
罪
法
と
の
関
係

㈢　

詐
欺
の
共
謀
罪
の
要
件

㈣　

詐
欺
の
共
謀
罪
を
め
ぐ
る
議
論
状
況

四　

本
章
の
ま
と
め

　

第
四
章　

�

い
わ
ゆ
る
「
外
国
人
テ
ロ
戦
闘
員
（
Ｆ
Ｔ
Ｆ
）」
問
題

の
刑
事
規
制
の
検
討

―
―
国
連
安
保
理
決
議
第
二
一
七
八
号
の
課
す
犯
罪
化

義
務
と
テ
ロ
等
準
備
罪
を
め
ぐ
っ
て
―
―

一　

問
題
の
所
在

㈠　

外
国
人
テ
ロ
戦
闘
員
（
Ｆ
Ｔ
Ｆ
）

㈡　

国
連
安
保
理
決
議
第
二
一
七
八
号

二　

国
連
安
保
理
決
議
第
二
一
七
八
号
の
課
す
犯
罪
化
義
務

㈠　

国
連
安
保
理
決
議
の
法
的
拘
束
力

㈡　

犯
罪
化
義
務

三�　

私
戦
予
備
・
陰
謀
罪
お
よ
び
テ
ロ
資
金
提
供
処
罰
法
上
の

罪
に
よ
る
対
応

㈠　

総
説
―
―
国
会
に
お
け
る
議
論
―
―

㈡　

⒜　

渡
航
禁
止
類
型

㈢　

⒝　

渡
航
資
金
提
供
禁
止
類
型

㈣　

⒞　

渡
航
に
対
す
る
便
宜
供
与
等
の
禁
止
類
型

㈤　

小　

括

四　

テ
ロ
等
準
備
罪
新
設
以
後
の
刑
事
規
制

㈠　

総　

説

㈡　

テ
ロ
等
準
備
罪
新
設
の
意
義

㈢　

刑
事
規
制
の
課
題

五　

本
章
の
ま
と
め

　

第
五
章　

早
期
処
罰
に
係
る
日
本
法
の
現
状
と
課
題

一　

は
じ
め
に

二　

日
本
法
の
現
状

㈠　

独
立
教
唆

㈡　

独
立
幇
助

㈢　

予　

備

㈣　

陰
謀
・
共
謀

㈤　

テ
ロ
等
準
備
罪
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三　

日
本
法
の
課
題

㈠　

イ
ギ
リ
ス
法
か
ら
み
た
テ
ロ
等
準
備
罪

㈡　

総　

括

　

第
二
部　

�

犯
罪
収
益
規
制
と
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
二
〇
一
七
年
改

正

　

第
一
章　

�
改
正
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
に
お
け
る
「
犯
罪
収
益
」
概

念
と
そ
の
前
提
犯
罪
に
関
す
る
検
討

一　

は
じ
め
に

二　

問
題
の
所
在

三　

組
織
的
犯
罪
処
罰
法
二
〇
一
七
年
改
正
の
概
要

㈠　

総　

説

㈡�　

組
織
的
犯
罪
処
罰
法
二
条
二
項
一
号
に
係
る
改
正
の
概

要
㈢　

国
際
組
織
犯
罪
防
止
条
約
と
の
関
係

四　

検　

討

㈠　

総　

説

㈡　

組
織
的
犯
罪
処
罰
法
二
条
二
項
一
号
の
要
件

㈢　

過
失
犯
と
犯
罪
収
益

㈣�　

過
失
犯
と
「
財
産
上
の
不
正
な
利
益
を
得
る
目
的
」
要

件
と
の
関
係

㈤　

小
括
と
若
干
の
検
討

五　

本
章
の
ま
と
め

　

第
二
章　

�

組
織
的
犯
罪
処
罰
法
に
お
け
る
「
犯
罪
収
益
」
概
念
に

つ
い
て

―
―
テ
ロ
等
準
備
罪
新
設
に
係
る
二
条
二
項
五
号
の
検

討
―
―

一　

は
じ
め
に

二　

問
題
の
所
在

三　

国
際
組
織
犯
罪
防
止
条
約
と
の
関
係

㈠　

総　

説

㈡�　

二
〇
一
七
年
改
正
前
の
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
に
お
け
る

犯
罪
収
益
規
制

㈢　

国
際
組
織
犯
罪
防
止
条
約
の
規
定
す
る
犯
罪
化
義
務

㈣　

法
制
審
議
会
に
お
け
る
議
論

㈤　

小　

括

四　

最
高
裁
平
成
一
五
年
判
決
と
の
関
係

㈠　

総　

説

㈡　

事
案
の
概
要

㈢　

裁
判
所
の
判
断

㈣　

小　

括

五　

検　

討

㈠　

組
織
的
犯
罪
処
罰
法
二
条
二
項
一
号
と
同
五
号
の
関
係
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㈡　

五
号
類
型
に
固
有
の
領
域

㈢　

五
号
類
型
新
設
の
意
義

六　

本
章
の
ま
と
め

　

第
三
章　

�
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
刑
事
没
収
と
共
謀
罪
の
関
係
に
つ

い
て
の
検
討

一　

は
じ
め
に

㈠　

犯
罪
収
益
規
制
と
早
期
処
罰
の
交
錯
領
域

㈡　

刑
罰
的
性
格
を
有
し
な
い
犯
罪
収
益
は
く
奪
制
度

㈢　

問
題
の
所
在

二　

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
犯
罪
収
益
規
制
と
刑
事
没
収

㈠　

総　

説

㈡�　

刑
事
没
収
（crim
inal confiscation
）
と
没
収

（forfeiture

）

㈢　

二
〇
〇
二
年
犯
罪
収
益
法
制
定
に
至
る
経
緯

三　

二
〇
〇
二
年
犯
罪
収
益
法
上
の
刑
事
没
収

㈠　

総　

説

㈡　

犯
罪
生
活
（crim

inal lifestyle

）

㈢�　

犯
罪
行
為
（crim

inal conduct

）
に
よ
る
利
益

（benefit

）

㈣　

回
復
可
能
額
（recoverable am

ount

）
の
算
定

㈤　

入
手
可
能
額
（available am

ount

）
の
算
定

㈥　

没
収
命
令
（confiscation order

）

㈦　

小　

括

四　

犯
罪
生
活
の
推
定
規
定

㈠　

刑
事
没
収
の
趣
旨
と
の
関
係

㈡　

欧
州
人
権
保
護
条
約
と
の
関
係

㈢　

共
謀
罪
と
の
関
係

五　

刑
事
没
収
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向

六　

本
章
の
ま
と
め

　

お
わ
り
に

二　

本
論
文
は
、
問
題
意
識
を
提
示
す
る
序
章
、
イ
ギ
リ
ス
（
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
お
よ
び
ウ
ェ
ー
ル
ズ
）
を
比
較
法
の
対
象
と
し
つ
つ
、
主

に
イ
ギ
リ
ス
の
共
謀
罪
（conspiracy

）
や
日
本
の
テ
ロ
等
準
備
罪

を
素
材
に
処
罰
の
早
期
化
に
つ
い
て
論
じ
る
第
一
部
、
お
よ
び
同
じ

く
イ
ギ
リ
ス
を
比
較
法
の
対
象
と
し
つ
つ
、
特
に
日
本
の
組
織
的
犯

罪
処
罰
法
二
〇
一
七
年
改
正
に
焦
点
を
あ
て
て
犯
罪
収
益
規
制
に
つ

い
て
検
討
す
る
第
二
部
か
ら
な
る
。
そ
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。

　

1　
「
序
章
」
で
は
、
ま
ず
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展

に
よ
る
国
際
組
織
犯
罪
（
薬
物
の
不
正
取
引
、
人
身
取
引
、
資
金
洗

浄
等
）
の
脅
威
の
深
刻
化
を
受
け
て
、
近
年
、
多
国
間
条
約
を
は
じ
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め
と
す
る
国
際
約
束
等
に
よ
り
各
国
国
内
に
お
け
る
刑
事
規
制
を
標

準
化
す
る
動
き
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、

国
際
組
織
犯
罪
対
策
に
お
い
て
重
要
な
の
は
、
犯
罪
組
織
の
活
動
範

囲
の
拡
大
に
対
し
て
一
部
の
国
の
刑
事
司
法
が
十
分
な
対
応
を
怠
る

こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
刑
事
規
制
の
空
隙
（
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
）
の
出

現
防
止
だ
と
し
、
上
記
の
よ
う
な
標
準
化
の
動
き
に
は
意
義
が
あ
る

と
す
る
。
他
方
で
、
国
際
的
な
刑
事
規
制
の
標
準
化
に
お
い
て
は
、

各
国
に
対
し
、
処
罰
時
期
の
大
幅
な
早
期
化
や
犯
罪
収
益
の
広
範
な

は
く
奪
を
可
能
と
す
る
制
度
の
導
入
な
ど
が
要
求
さ
れ
る
傾
向
が
あ

り
、
伝
統
的
な
刑
法
の
原
理
・
原
則
と
の
整
合
性
が
問
題
と
な
り
う

る
場
面
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
た
め
、
標
準
化
の
要
請
を

満
た
す
た
め
の
国
内
立
法
等
に
お
い
て
は
、
国
際
組
織
犯
罪
対
策
の

た
め
の
刑
事
立
法
の
国
際
動
向
を
理
解
し
た
上
で
、
刑
法
の
原
理
・

原
則
と
の
関
係
で
ど
の
程
度
ま
で
の
処
罰
範
囲
の
拡
大
が
許
容
可
能

か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
た
め
の
学
問
的
な
下
支
え
と

な
る
べ
き
基
礎
研
究
が
日
本
で
は
不
足
し
て
い
る
と
著
者
は
主
張
す

る
。
そ
し
て
、
国
際
組
織
犯
罪
防
止
条
約
の
義
務
履
行
の
た
め
の
テ

ロ
等
準
備
罪
新
設
を
め
ぐ
る
議
論
の
混
乱
は
、
そ
の
一
つ
の
あ
ら
わ

れ
で
あ
っ
た
と
す
る
。
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
特
に
、

処
罰
の
早
期
化
（
第
一
部
）
お
よ
び
犯
罪
収
益
規
制
（
第
二
部
）
に

つ
い
て
、
比
較
法
的
な
基
礎
研
究
を
す
る
こ
と
の
意
義
が
説
か
れ
て

い
る
。

　

ま
た
、
比
較
法
の
対
象
国
を
イ
ギ
リ
ス
に
し
た
理
由
と
し
て
、
コ

モ
ン
・
ロ
ー
上
の
犯
罪
で
あ
っ
た
共
謀
罪
を
制
定
法
化
す
る
際
の
立

法
資
料
が
豊
富
に
存
在
し
、
共
謀
罪
の
処
罰
根
拠
論
や
要
件
論
に
関

す
る
議
論
を
参
照
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
犯
罪
収
益
の
没

収
に
つ
い
て
独
特
の
推
定
規
定
を
有
す
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。

　

2　

第
一
部
「
処
罰
の
早
期
化
」
の
第
一
章
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け

る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
独
立
教
唆
罪
の
検
討
」
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
に

お
け
る
未
完
成
犯
罪
、
と
り
わ
け
共
謀
罪
を
め
ぐ
る
議
論
の
前
提
状

況
を
確
認
す
る
た
め
に
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
独
立
教
唆
罪
に
つ
い

て
詳
細
な
紹
介
が
さ
れ
て
い
る
。
同
罪
は
、
教
唆
者
が
、
他
の
者
に

犯
罪
実
行
を
教
唆
し
、
か
つ
、
そ
の
被
教
唆
者
が
教
唆
の
内
容
た
る

犯
罪
行
為
を
そ
の
主
観
的
要
件
を
備
え
て
実
行
す
る
で
あ
ろ
う
と
意

図
し
、
ま
た
は
信
じ
る
場
合
に
成
立
す
る
犯
罪
で
あ
っ
た
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
独
立
教
唆

罪
を
廃
止
し
た
二
〇
〇
七
年
重
大
犯
罪
法
（Serious Crim

e A
ct 

2007

）
の
制
定
過
程
に
お
い
て
、
同
罪
の
問
題
点
と
し
て
、
独
立
幇

助
罪
と
も
い
う
べ
き
類
型
の
不
存
在
に
よ
る
処
罰
の
間
隙
の
お
そ
れ

に
つ
い
て
の
指
摘
と
、
そ
の
こ
と
が
共
謀
罪
の
不
当
に
広
範
な
適
用

に
も
つ
な
が
っ
た
と
す
る
指
摘
が
法
律
委
員
会
に
よ
り
な
さ
れ
て
い
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た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

第
二
章
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
制
定
法
上
の
共
謀
罪
の
検
討
」
で

は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
制
定
法
上
の
共
謀
罪
に
つ
い
て
、
そ
の
要

件
解
釈
を
め
ぐ
る
議
論
お
よ
び
制
定
経
緯
の
客
観
的
紹
介
が
、
法
律

委
員
会
の
報
告
書
お
よ
び
代
表
的
な
判
例
・
学
説
を
参
照
し
つ
つ
、

行
わ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
要
件
解
釈
論
と
の
関
係
で
は
、
①

共
謀
罪
の
客
観
的
要
件
と
し
て
の
複
数
人
に
よ
る
犯
罪
実
行
の
合
意
、

②
合
意
の
対
象
と
な
る
行
為
の
限
定
、
③
主
観
的
要
件
と
し
て
の
意

図
に
つ
い
て
の
解
釈
を
め
ぐ
る
判
例
・
学
説
が
紹
介
・
検
討
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
犯
罪
実
行
の
合
意
に
よ
り
共
謀
罪
が
成
立
す
れ
ば
、

そ
の
後
の
犯
行
か
ら
の
離
脱
は
同
罪
の
成
否
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

こ
と
、
共
謀
罪
成
立
後
に
合
意
対
象
で
あ
っ
た
犯
罪
が
現
に
遂
行
さ

れ
た
場
合
に
も
、
共
謀
罪
は
遂
行
さ
れ
た
犯
罪
と
は
別
個
独
立
に
成

立
す
る
と
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

制
定
経
緯
と
の
関
係
で
は
、
共
謀
罪
の
処
罰
根
拠
は
複
数
人
に
よ

る
犯
罪
実
行
の
合
意
そ
れ
自
体
の
危
険
性
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
、

制
定
過
程
に
お
け
る
議
論
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方

で
、
な
ぜ
共
謀
罪
だ
け
が
他
の
未
完
成
犯
罪
よ
り
も
早
く
合
意
段
階

で
の
処
罰
を
許
容
す
る
の
か
、
す
な
わ
ち
、
な
ぜ
複
数
人
に
よ
る
合

意
は
単
独
犯
に
よ
る
犯
罪
実
行
の
決
意
よ
り
も
危
険
性
が
大
き
い
と

い
え
る
の
か
、
と
い
っ
た
指
摘
が
現
在
に
至
る
ま
で
絶
え
ず
共
謀
罪

に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
で
は
、

新
た
に
、
共
謀
段
階
で
の
処
罰
が
テ
ロ
対
策
に
有
効
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
共
謀
罪
の
意
義
を
支
持
す
る
文
脈
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
。

　

第
三
章
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
共
謀
罪
の
検

討
」
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
共
謀
罪
に
つ

い
て
、
ま
ず
、
犯
罪
の
実
行
に
限
ら
ず
、
何
ら
か
の
意
味
で
不
法
な

行
為
の
実
行
を
複
数
人
で
合
意
し
た
場
合
に
成
立
す
る
犯
罪
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
同
罪
は
原
則
と
し
て
一
九
七
七
年
刑
事

法
律
法
に
よ
り
廃
止
さ
れ
た
が
、
わ
ず
か
に
残
さ
れ
た
類
型
に
含
ま

れ
る
詐
欺
の
共
謀
罪
に
限
っ
て
は
、
い
ま
だ
重
要
な
意
義
を
有
し
て

い
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
現
在
の
イ
ギ
リ
ス
に

お
け
る
詐
欺
罪
に
つ
い
て
の
重
要
な
制
定
法
で
あ
る
二
〇
〇
六
年
詐

欺
罪
法
（Fraud A

ct 2006

）
と
の
関
係
や
、
同
法
が
制
定
さ
れ

た
現
在
に
お
い
て
も
な
お
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
犯
罪
と
し
て
の
詐
欺

の
共
謀
罪
に
よ
る
対
処
の
み
が
可
能
な
固
有
の
領
域
が
あ
る
こ
と
等

が
詳
細
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
二
〇
〇
六
年
詐

欺
罪
法
上
の
詐
欺
罪
に
該
当
す
る
行
為
の
合
意
が
あ
る
場
合
に
お
い

て
は
、
制
定
法
上
の
共
謀
罪
の
要
件
は
満
た
さ
な
い
が
、
詐
欺
の
共

謀
罪
の
要
件
は
み
た
す
と
き
（
す
な
わ
ち
、
そ
の
実
行
が
合
意
関
与

者
の
い
ず
れ
か
の
者
に
よ
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
立
証
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で
き
な
か
っ
た
と
き
等
）
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

何
ら
の
犯
罪
に
該
当
し
な
い
行
為
の
実
行
の
合
意
で
は
あ
る
が
、
そ

れ
で
も
な
お
そ
の
合
意
が
詐
欺
の
共
謀
罪
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
べ
き

だ
と
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
な
ど
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
、
著
者
は
、
制
定
法
上
の
共
謀
罪
と
の
関
係
を
も
検
討
す
る
こ

と
で
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
共
謀
罪
の
全
体
像
を
詳
細
に
明
ら
か
に

し
て
い
る
。

　

第
四
章
「
い
わ
ゆ
る
『
外
国
人
テ
ロ
戦
闘
員
（
Ｆ
Ｔ
Ｆ
）』
問
題

の
刑
事
規
制
の
検
討
―
―
国
連
安
保
理
決
議
第
二
一
七
八
号
の
課
す

犯
罪
化
義
務
と
テ
ロ
等
準
備
罪
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」
で
は
、
イ
ギ
リ

ス
と
の
比
較
法
的
検
討
を
一
旦
離
れ
、
近
年
の
国
際
テ
ロ
情
勢
を
め

ぐ
る
重
要
な
問
題
の
一
つ
で
あ
る
外
国
人
テ
ロ
戦
闘
員
（Foreign 

T
errorist Fighters

〔FT
F

〕）
問
題
、
お
よ
び
同
問
題
に
つ
い
て

の
犯
罪
化
義
務
を
課
す
国
連
安
保
理
決
議
第
二
一
七
八
号
を
素
材
に
、

テ
ロ
等
準
備
罪
の
有
す
る
テ
ロ
対
策
と
の
関
係
で
の
意
義
、
お
よ
び

処
罰
の
早
期
化
に
与
え
る
意
義
に
つ
い
て
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
は
、
ま
ず
、
上
記
犯
罪
化
義
務
の
履
行
に
関
係
し
う
る
規
定

と
し
て
、
既
に
、
刑
法
典
上
の
私
戦
予
備
お
よ
び
陰
謀
罪
、
な
ら
び

に
テ
ロ
資
金
提
供
処
罰
法
上
の
罪
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
上
で
、
テ
ロ
等
準
備
罪
の
対
象
犯
罪
に
は
テ
ロ
資
金
提

供
処
罰
法
上
の
罪
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
罪
に
つ
い
て

は
そ
の
計
画
段
階
も
ま
た
、
テ
ロ
等
準
備
罪
の
要
件
を
充
足
す
る
限

り
に
お
い
て
処
罰
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
著
者

は
、
同
罪
の
新
設
に
よ
り
早
期
の
処
罰
が
可
能
な
範
囲
が
拡
大
し
た

こ
と
で
、
安
保
理
決
議
の
課
す
犯
罪
化
義
務
と
の
関
係
で
よ
り
手
厚

い
対
応
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
テ
ロ
等
準
備
罪
が
テ
ロ

対
策
に
資
す
る
と
思
わ
れ
る
一
場
面
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を

本
章
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

第
五
章
「
早
期
処
罰
に
係
る
日
本
法
の
現
状
と
課
題
」
で
は
、
著

者
は
、
日
本
に
お
け
る
早
期
処
罰
に
係
る
規
定
、
す
な
わ
ち
、
独
立

教
唆
、
独
立
幇
助
、
予
備
、
陰
謀
・
共
謀
の
現
状
を
素
描
し
た
上
で
、

テ
ロ
等
準
備
罪
の
新
設
が
現
状
と
の
関
係
で
有
す
る
意
義
を
確
認
し
、

さ
ら
に
、
イ
ギ
リ
ス
法
の
観
点
か
ら
日
本
法
の
課
題
を
指
摘
し
た
。

そ
こ
で
は
、
早
期
処
罰
に
係
る
日
本
法
全
体
に
つ
い
て
、
新
設
さ
れ

た
テ
ロ
等
準
備
罪
に
よ
り
処
罰
可
能
と
な
っ
た
範
囲
を
含
め
て
考
え

た
と
し
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
法
の
観
点
か
ら
み
れ
ば
依
然
と
し
て
断
片

的
で
あ
り
、
か
つ
、
早
期
処
罰
に
係
る
犯
罪
類
型
が
国
際
組
織
犯
罪

や
テ
ロ
対
策
と
の
関
係
で
ど
の
よ
う
に
活
用
可
能
な
の
か
に
つ
い
て

の
検
討
が
十
分
に
は
進
ん
で
い
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
上
で
、
著
者
は
、
刑
事
規
制
に
関
す
る
事
項
を
盛
り
込
ん
だ
国
際

約
束
等
の
あ
り
方
や
、
国
際
組
織
犯
罪
お
よ
び
テ
ロ
の
実
態
な
ど
、

国
際
組
織
犯
罪
対
策
に
お
け
る
刑
事
規
制
を
め
ぐ
る
国
際
的
な
動
向
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は
今
後
も
変
化
し
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
各
国
に
求
め
ら
れ
る
刑
事

規
制
の
あ
り
方
も
そ
れ
に
応
じ
て
変
化
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
と
指
摘
す
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
国
際
組
織
犯
罪
対
策
に
お
け
る

刑
事
規
制
と
の
関
係
で
処
罰
の
早
期
化
に
つ
い
て
検
討
を
続
け
る
必

要
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
第
一
部
の
総
括
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
3
　
第
二
部
「
犯
罪
収
益
規
制
と
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
二
〇
一
七

年
改
正
」
の
第
一
章
「
改
正
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
に
お
け
る
『
犯
罪

収
益
』
概
念
と
そ
の
前
提
犯
罪
に
関
す
る
検
討
」
で
は
、
ま
ず
、
組

織
的
犯
罪
処
罰
法
二
〇
一
七
年
改
正
に
よ
り
加
え
ら
れ
た
変
更
点
の

う
ち
、
同
法
二
条
二
項
一
号
の
改
正
に
つ
い
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
上
の
犯
罪
収
益
の
前
提
犯
罪
が
、

そ
れ
ま
で
の
別
表
形
式
か
ら
、
法
定
刑
の
長
期
が
四
年
以
上
で
あ
る

罪
を
包
括
的
に
含
む
規
定
ぶ
り
へ
と
変
更
さ
れ
た
こ
と
で
前
提
犯
罪

の
範
囲
が
拡
大
し
た
こ
と
、
当
該
変
更
は
国
際
組
織
犯
罪
防
止
条
約

上
の
義
務
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
著

者
は
、
特
に
過
失
犯
が
前
提
犯
罪
に
含
ま
れ
た
こ
と
に
着
目
し
、
法

定
刑
の
長
期
が
四
年
以
上
で
あ
る
す
べ
て
の
罪
が
前
提
犯
罪
に
含
ま

れ
た
こ
と
が
犯
罪
収
益
規
制
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
ま
た
、
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
に
お
い
て
は
前
提
犯
罪
が

「
財
産
上
の
不
正
な
利
益
を
得
る
目
的
」
で
な
さ
れ
た
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
同
目
的
要
件
が
正
面
か
ら
問
題
と
な
っ
た
事

例
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
が
、
過
失
犯
が
前
提
犯
罪
に
含
ま
れ
た
こ

と
と
の
関
係
か
ら
同
目
的
要
件
の
意
義
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
、

想
定
事
例
等
も
あ
げ
つ
つ
同
目
的
要
件
の
持
ち
う
る
機
能
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。

　
第
二
章
「
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
に
お
け
る
『
犯
罪
収
益
』
概
念
に

つ
い
て
―
―
テ
ロ
等
準
備
罪
新
設
に
係
る
二
条
二
項
五
号
の
検
討

―
―
」
で
は
、
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
二
〇
一
七
年
改
正
が
、
犯
罪
収

益
の
定
義
に
関
す
る
同
法
二
条
二
項
に
五
号
類
型
を
新
設
し
、
テ
ロ

等
準
備
罪
の
「
犯
罪
行
為
で
あ
る
計
画
を
し
た
者
が
、
計
画
を
し
た

犯
罪
の
実
行
の
た
め
の
資
金
と
し
て
使
用
す
る
目
的
で
取
得
し
た
財

産
」
を
同
法
上
の
犯
罪
収
益
に
加
え
た
意
義
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
同
法
二
条
二
項
一
号
類
型
（
生
成
財
産
、
取
得
財
産
、

報
酬
財
産
）
と
の
関
係
を
詳
細
に
論
じ
、
五
号
類
型
に
よ
っ
て
の
み

捕
捉
さ
れ
う
る
犯
罪
収
益
の
範
囲
を
明
ら
か
に
す
る
試
み
が
な
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
法
制
審
議
会
刑
事
法
（
国
連
国
際
組
織
犯
罪
条
約

関
係
）
部
会
に
お
け
る
審
議
の
経
緯
か
ら
、「
資
金
と
し
て
」
と
い

う
文
言
が
、
犯
行
の
た
め
の
凶
器
等
を
除
外
す
る
と
い
っ
た
制
限
的

解
釈
の
根
拠
と
な
り
う
る
こ
と
を
指
摘
し
、
同
規
定
の
解
釈
の
指
針

を
提
示
し
て
い
る
。

　
第
三
章
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
刑
事
没
収
と
共
謀
罪
の
関
係
に
つ

い
て
の
検
討
」
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
犯
罪
収
益
規
制
と
早
期
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処
罰
の
交
錯
領
域
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
二
年
犯
罪
収
益
法

（Proceeds of Crim
e A

ct 2002

）
上
の
刑
事
没
収
制
度
に
お
け

る
犯
罪
生
活
の
推
定
規
定
に
特
に
焦
点
を
あ
て
て
検
討
が
行
わ
れ
て

い
る
。
共
謀
罪
と
の
関
係
で
は
、
同
推
定
規
定
の
活
用
に
よ
り
犯
罪

収
益
を
広
範
に
捕
捉
可
能
な
場
合
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
上
で
、

共
謀
罪
と
犯
罪
収
益
規
制
と
が
相
互
に
関
連
づ
け
ら
れ
て
機
能
す
る

場
面
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
が
本
論
文
の
概
要
で
あ
る
。

　

三　

以
下
で
は
、
本
論
文
に
対
す
る
評
価
を
示
す
こ
と
と
し
た
い
。

　

1　

本
論
文
は
、
国
際
組
織
犯
罪
対
策
に
お
け
る
刑
事
規
制
に
つ

い
て
、
特
に
処
罰
の
早
期
化
と
犯
罪
収
益
規
制
に
焦
点
を
あ
て
て
検

討
を
行
い
、
そ
の
現
状
と
課
題
を
浮
き
彫
り
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

加
え
て
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
比
較
法
的
検
討
の
成
果
を
通
じ
て
、
刑
法

学
的
観
点
か
ら
日
本
法
の
状
況
を
論
評
し
、
今
後
の
あ
る
べ
き
法
の

運
用
、
立
法
お
よ
び
議
論
の
方
向
性
に
つ
い
て
重
要
な
示
唆
を
も
た

ら
す
労
作
で
あ
る
。

　

著
者
の
問
題
意
識
は
、
端
的
に
い
え
ば
、
国
際
組
織
犯
罪
対
策
に

お
け
る
刑
事
規
制
を
め
ぐ
る
国
際
的
な
動
向
に
日
本
が
対
応
し
て
い

く
上
で
の
基
礎
研
究
の
必
要
性
と
い
う
点
に
あ
る
。
序
章
で
指
摘
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
国
際
組
織
犯
罪
対
策
に
お
け
る
刑
事
規
制
の
場

面
に
お
い
て
は
、
伝
統
的
な
法
益
の
保
護
を
究
極
的
な
目
的
と
し
つ

つ
も
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
で
は
類
例
の
な
い
形
で
の
刑
罰
法
規
の
整

備
が
求
め
ら
れ
る
状
況
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
も
そ
の
よ
う
な
法

整
備
の
た
び
に
、
刑
法
学
の
見
地
か
ら
、
刑
法
の
原
理
・
原
則
と
の

抵
触
等
を
問
題
と
す
る
批
判
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
他
方
で
、
ど
の

よ
う
な
形
の
法
整
備
で
あ
れ
ば
理
論
的
に
正
当
化
す
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
、
国
際
組
織
犯
罪
対
策
と
し
て
も
機
能
さ
せ
う
る
の
か
、
そ
の

両
者
を
す
り
合
わ
せ
て
具
体
的
な
立
法
提
案
を
行
う
た
め
の
視
座
を

提
供
す
る
基
礎
研
究
は
少
な
か
っ
た
。
な
か
で
も
、
本
論
文
が
特
に

焦
点
を
あ
て
て
検
討
し
た
処
罰
の
早
期
化
と
犯
罪
収
益
規
制
は
、
国

際
組
織
犯
罪
対
策
に
お
け
る
刑
事
規
制
に
と
っ
て
か
ね
て
よ
り
重
要

な
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
著
者
が
博
士
課
程
に
入
学
し
た

二
〇
一
六
年
以
降
、
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
二
〇
一
七
年
改
正
を
は
じ

め
議
論
状
況
が
大
き
く
動
い
た
領
域
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
刑
法
学
の
観
点
か
ら
こ
れ
ら
の
領
域
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
た

も
の
は
必
ず
し
も
多
く
な
く
、
ま
し
て
や
そ
れ
を
国
際
組
織
犯
罪
対

策
に
お
け
る
刑
事
規
制
と
い
う
枠
組
み
に
お
い
て
整
理
し
、
論
じ
よ

う
と
す
る
先
行
業
績
は
ほ
ぼ
皆
無
で
あ
っ
た
。
調
査
の
手
が
か
り
と

な
る
よ
う
な
文
献
が
多
く
な
い
中
、
関
連
資
料
を
丹
念
に
渉
猟
し
て
、

上
記
枠
組
み
に
お
い
て
本
論
文
に
ま
と
め
た
著
者
の
努
力
自
体
が
、

ま
ず
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
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加
え
て
、
イ
ギ
リ
ス
を
比
較
法
的
検
討
の
対
象
と
し
た
点
に
お
い

て
も
本
論
文
は
貴
重
な
研
究
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
の
刑
法

学
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
比
較
法
の
対
象
国
は
ド
イ
ツ
に
偏
っ
て

お
り
、
英
米
法
圏
の
研
究
は
手
薄
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
英
米
法
圏

の
中
で
も
、
ア
メ
リ
カ
を
対
象
と
し
た
研
究
と
比
較
し
て
、
イ
ギ
リ

ス
を
対
象
と
し
た
研
究
は
限
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お

い
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
処
罰
の
早
期
化
お
よ
び
犯
罪
収
益
規
制

に
関
す
る
議
論
状
況
を
詳
細
に
紹
介
し
た
本
論
文
に
は
高
い
資
料
的

価
値
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
成
果
か
ら
国
際

組
織
犯
罪
対
策
に
お
け
る
刑
事
規
制
を
め
ぐ
る
日
本
法
の
状
況
を
論

評
し
、
今
後
の
あ
る
べ
き
法
の
運
用
、
立
法
お
よ
び
議
論
の
方
向
性

に
つ
い
て
の
提
言
を
行
っ
て
い
る
点
も
ま
た
、
特
筆
す
べ
き
で
あ
る

と
い
え
よ
う
。

　

本
論
文
が
序
章
に
お
い
て
指
摘
す
る
よ
う
に
、
国
際
的
な
組
織
犯

罪
対
策
を
国
内
法
に
受
容
す
る
場
面
で
は
、
従
来
の
刑
法
の
原
理
・

原
則
と
の
整
合
性
が
問
題
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

に
直
面
し
た
と
き
に
、
国
内
刑
法
理
論
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
通
用
し

て
き
た
原
理
・
原
則
を
盲
目
的
に
墨
守
す
る
の
で
は
な
く
、
国
際
社

会
の
構
成
員
と
し
て
責
任
あ
る
対
応
を
す
べ
き
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ

ま
で
自
明
の
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
原
理
・
原
則
を
一
度

相
対
化
し
、
そ
の
内
容
お
よ
び
射
程
を
再
吟
味
す
る
必
要
が
出
て
く

る
。
こ
の
よ
う
な
場
面
で
は
、
必
ず
し
も
刑
法
の
原
理
・
原
則
を
日

本
と
共
有
せ
ず
、
む
し
ろ
、
異
な
る
原
理
・
原
則
に
立
脚
し
た
刑
法

と
の
比
較
法
的
検
討
が
重
要
な
視
座
を
提
供
す
る
こ
と
が
あ
る
。
本

論
文
が
第
一
部
を
通
じ
て
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
刑
法

は
そ
の
原
理
・
原
則
に
関
わ
る
考
え
方
に
お
い
て
日
本
と
異
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
に
は
一
三
世
紀
末
の
エ
ド
ワ
ー
ド
Ⅰ
世
の

布
告
（O

rdinance of Conspirators

）
に
ま
で
遡
る
と
い
わ
れ
る

共
謀
罪
の
長
い
伝
統
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
同
罪
に
よ
っ
て
幅
広
い

罪
種
に
つ
い
て
の
合
意
が
処
罰
対
象
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
な
ど
の
点

で
も
日
本
と
の
違
い
が
際
立
っ
て
お
り
、
か
か
る
観
点
か
ら
も
、
イ

ギ
リ
ス
と
の
比
較
法
的
検
討
を
行
っ
た
本
論
文
は
、
日
本
の
刑
法
学

の
発
展
に
貢
献
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

2　

続
い
て
、
本
論
文
の
学
問
的
価
値
に
つ
い
て
際
立
っ
た
部
分

を
い
く
つ
か
取
り
上
げ
、
よ
り
具
体
的
に
コ
メ
ン
ト
し
た
い
。

　

⑴　

ま
ず
、
第
一
部
第
二
章
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
制
定
法
上
の

共
謀
罪
の
検
討
」
は
、
こ
れ
ま
で
ま
と
ま
っ
た
紹
介
が
ほ
と
ん
ど
な

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
イ
ギ
リ
ス
の
共
謀
罪
に
つ
い
て
、
そ
の
沿
革
か

ら
近
時
の
議
論
状
況
に
至
る
ま
で
過
不
足
な
く
紹
介
し
た
も
の
で
あ

り
、
資
料
的
価
値
が
高
い
。
そ
の
内
容
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
共
謀
罪
に

関
す
る
新
た
な
比
較
法
的
な
情
報
を
も
た
ら
す
と
い
う
意
味
で
有
意

義
な
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
テ
ロ
等
準
備
罪
の
解
釈
論
に
と
っ
て
も
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役
立
つ
貴
重
な
知
見
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
例
と
し
て
、

合
意
後
の
離
脱
の
問
題
と
合
意
の
対
象
と
な
っ
た
犯
罪
が
実
際
に
遂

行
さ
れ
た
場
合
の
処
理
の
問
題
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
イ
ギ
リ

ス
に
お
け
る
共
謀
罪
で
は
、
一
部
の
者
が
合
意
の
成
立
後
に
意
を
翻

し
て
合
意
か
ら
離
脱
し
た
と
し
て
も
同
罪
の
成
否
に
は
影
響
し
な
い
。

ま
た
、
合
意
後
に
実
際
に
犯
罪
が
遂
行
さ
れ
た
場
合
で
も
、
共
謀
罪

は
遂
行
さ
れ
た
犯
罪
に
吸
収
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
別
個
に
成
立
が

認
め
ら
れ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
処
理
の
背
後
に
は
、
複

数
人
に
よ
る
犯
罪
実
行
の
合
意
そ
れ
自
体
の
有
す
る
固
有
の
危
険
を

処
罰
根
拠
と
す
る
独
立
犯
罪
と
し
て
共
謀
罪
を
と
ら
え
る
理
解
が
あ

る
。
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
日
本
の
テ
ロ
等
準
備
罪
で
は
、
計
画

後
・
実
行
の
着
手
前
に
自
首
し
た
場
合
に
つ
い
て
刑
の
必
要
的
減
免

が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
計
画
さ
れ
た
犯
罪
が
遂
行
さ
れ
た
場
合
に
は
、

テ
ロ
等
準
備
罪
は
こ
れ
に
吸
収
さ
れ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の

こ
と
か
ら
、
同
罪
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
共
謀
罪
と
は
異
な
っ
た
罪
質
の

犯
罪
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
が
成
り
立
つ
。
実
際
、
著
者
は
、

第
一
部
第
五
章
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
主
張
を
提
示
し
て
い
る
。

テ
ロ
等
準
備
罪
の
立
法
過
程
で
は
、
国
際
組
織
犯
罪
防
止
条
約
の
批

准
の
必
要
性
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
、
同
罪
の
処
罰
根
拠
、
罪
質
お
よ

び
要
件
解
釈
を
め
ぐ
る
実
質
的
な
議
論
が
十
分
に
は
な
さ
れ
な
か
っ

た
。
本
章
の
研
究
は
、
テ
ロ
等
準
備
罪
の
解
釈
論
に
有
益
な
資
料
を

提
供
す
る
も
の
と
し
て
、
今
後
、
幾
度
も
参
照
さ
れ
る
も
の
と
い
え

よ
う
。

　

な
お
、
著
者
は
、
本
章
の
基
礎
と
な
っ
た
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る

制
定
法
上
の
共
謀
罪
の
検
討
」
法
学
政
治
学
論
究
一
一
四
号
（
二
〇

一
七
年
）
九
五
～
一
二
八
頁
を
元
に
、
日
本
刑
法
学
会
第
九
七
回
大

会
（
二
〇
一
九
年
五
月
）
に
お
け
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
組
織
犯
罪

処
罰
法
改
正
」
で
の
話
題
提
供
を
依
頼
さ
れ
、「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け

る
共
謀
罪
（conspiracy

）」
と
題
し
た
話
題
提
供
を
行
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
も
付
言
し
て
お
き
た
い
。
そ
こ
で
は
、
他
の
話
題
提
供
者

ら
に
よ
る
刑
事
立
法
評
価
枠
組
の
定
立
を
目
指
す
議
論
と
、
イ
ギ
リ

ス
に
お
け
る
共
謀
罪
立
法
に
関
す
る
著
者
の
知
見
と
が
有
機
的
に
連

携
す
る
様
が
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
お
い
て
既
に
、
著
者
の
イ

ギ
リ
ス
刑
法
に
関
す
る
研
究
が
日
本
の
刑
法
学
に
有
す
る
意
義
の
一

端
が
見
出
さ
れ
る
。

　

⑵　

次
に
、
第
一
部
第
三
章
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
コ
モ
ン
・

ロ
ー
上
の
共
謀
罪
の
検
討
」
で
は
、
特
に
詐
欺
の
共
謀
罪
と
の
関
係

で
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
共
謀
罪
が
有
し
て
い
る
意
義
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
共
謀
罪
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
ま
た
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
共
謀
罪
を

素
材
と
し
つ
つ
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
犯
罪
と
制
定
法
上
の
犯
罪
の

関
係
性
に
つ
い
て
具
体
的
に
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
点
に
お
い
て
、



特 別 記 事

157

共
謀
罪
に
限
ら
れ
ず
、
ひ
ろ
く
イ
ギ
リ
ス
刑
法
一
般
に
つ
い
て
、
そ

の
あ
り
方
を
克
明
に
描
き
出
し
て
お
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
、
イ
ギ

リ
ス
刑
法
に
関
す
る
重
要
な
先
行
業
績
と
し
て
の
価
値
を
高
め
て
い

る
。

　

⑶　

第
三
に
、
第
一
部
第
四
章
「
い
わ
ゆ
る
『
外
国
人
テ
ロ
戦
闘

員
（
Ｆ
Ｔ
Ｆ
）』
問
題
の
刑
事
規
制
の
検
討
」
は
、
国
連
安
保
理
決

議
に
よ
っ
て
犯
罪
化
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
Ｆ
Ｔ
Ｆ
問
題
に
係
る

各
行
為
類
型
を
現
行
の
日
本
刑
法
で
ど
の
よ
う
に
捕
捉
可
能
か
に
つ

い
て
詳
細
に
検
討
し
た
も
の
と
し
て
、
実
務
に
対
し
て
有
益
な
知
見

を
提
供
す
る
貴
重
な
業
績
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
テ
ロ
等
準
備
罪
の

新
設
に
よ
り
、
テ
ロ
行
為
お
よ
び
そ
の
準
備
、
な
ら
び
に
テ
ロ
の
訓

練
の
提
供
お
よ
び
提
供
を
受
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
外
国
へ
の
渡

航
が
捕
捉
可
能
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
は
、
同
罪
の

適
用
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
対
処
可
能
と
思
わ
れ
る
国
際
組
織
犯
罪
的

事
象
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
し
て
、
重
要
で
あ
る
。
日

本
で
は
、
こ
の
種
の
事
例
に
私
戦
予
備
罪
を
も
っ
て
対
処
し
た
例
も

な
い
で
は
な
い
が
、
議
論
や
裁
判
例
の
蓄
積
は
な
く
、
解
釈
論
的
な

議
論
が
深
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
本
章
が
今
後
の
実
務

に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
著
者
は
、
二
〇
一
七

年
四
月
以
来
、
外
務
省
総
合
外
交
政
策
局
国
際
安
全
・
治
安
対
策
協

力
室
テ
ロ
対
策
専
門
員
と
し
て
、
国
際
組
織
犯
罪
対
策
お
よ
び
テ
ロ

対
策
の
調
査
・
研
究
に
従
事
し
て
い
る
。
本
章
は
、
そ
こ
で
得
ら
れ

た
知
見
を
存
分
に
生
か
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

⑷　

最
後
に
、
第
二
部
第
三
章
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
刑
事
没
収

と
共
謀
罪
の
関
係
に
つ
い
て
の
検
討
」
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
刑
事
没

収
に
お
け
る
独
特
の
犯
罪
収
益
の
推
定
規
定
が
詳
細
に
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
英
米
の
刑
事
没
収
お
よ
び
民
事
没
収
制
度
を
包
括
的
に
紹
介

し
た
先
行
業
績
は
あ
る
が
、
包
括
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
総
花
的
で
あ

り
、
個
別
の
制
度
や
概
念
に
関
す
る
紹
介
は
不
十
分
で
あ
っ
た
。
こ

れ
に
対
し
、
本
章
は
、
犯
罪
収
益
の
推
定
規
定
に
焦
点
を
絞
り
、
主

に
そ
の
実
体
的
要
件
を
紹
介
し
た
貴
重
な
業
績
で
あ
る
。
犯
人
の
手

元
に
あ
る
財
産
が
違
法
行
為
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い

て
厳
格
な
証
明
を
す
る
こ
と
に
は
困
難
が
あ
る
た
め
、
犯
罪
収
益
の

立
証
を
緩
和
す
る
た
め
の
推
定
規
定
を
置
く
国
が
少
な
く
な
い
。
推

定
規
定
の
あ
り
方
は
様
々
で
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
の
例
を
紹
介
し
た

点
で
、
今
後
の
日
本
の
立
法
の
参
考
に
な
る
。

　

ま
た
、
上
記
の
推
定
規
定
の
理
論
的
正
当
化
の
た
め
、
イ
ギ
リ
ス

で
は
、
犯
罪
収
益
の
没
収
は
刑
罰
で
は
な
く
、
財
産
関
係
を
犯
罪
前

の
状
態
に
戻
す
措
置
だ
と
い
う
理
解
が
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
が
英
米
で
採
ら
れ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
ド
イ
ツ
で
も
同
様
の
理
解
が
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
先
行

業
績
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
た
め
、
情
報
と
し
て
の
目
新
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し
さ
は
な
い
が
、
こ
の
こ
と
を
改
め
て
指
摘
し
た
点
に
は
意
義
が
な

い
わ
け
で
は
な
い
。
日
本
で
は
、
い
ま
だ
に
、
没
収
は
刑
罰
か
処
分

か
と
い
う
二
元
論
的
な
問
い
の
立
て
方
で
議
論
を
す
る
傾
向
が
あ
る
。

今
後
の
日
本
に
お
け
る
議
論
を
一
歩
前
に
進
め
る
た
め
に
も
、
上
記

の
情
報
が
繰
り
返
し
紹
介
さ
れ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

　

3　

以
上
の
よ
う
に
、
本
論
文
は
学
問
的
価
値
の
高
い
労
作
で
は

あ
る
が
、
若
干
の
問
題
点
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　

ま
ず
、
第
一
部
に
お
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
未
完
成
犯
罪

の
各
類
型
に
つ
い
て
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
近
時
重
要
な

意
義
を
有
し
て
い
る
と
著
者
も
指
摘
す
る
二
〇
〇
七
年
重
大
犯
罪
法

の
規
定
す
る
幇
助
お
よ
び
奨
励
の
罪
に
関
す
る
紹
介
が
、
他
の
類
型

に
比
し
て
や
や
手
薄
で
あ
る
感
が
否
め
な
い
。
同
罪
が
比
較
的
近
時

に
新
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ケ
ー
ス
や
学
説
の
蓄
積
が
少
な
い
こ

と
か
ら
、
同
罪
に
関
す
る
記
述
が
少
な
い
こ
と
は
理
解
し
え
な
い
で

も
な
い
が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
他
の
類
型
に
関
す
る
紹
介
が
詳
細
で

あ
る
こ
と
も
あ
り
、
物
足
り
な
さ
が
残
る
。
今
後
、
本
論
文
を
書
籍

化
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
点
を
補
完
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
共
謀
罪
の
適
用
の
実
態
、
特
に
合
意
の

認
定
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
の
記
述
が
よ
り
手

厚
く
な
さ
れ
れ
ば
、
よ
り
参
照
価
値
は
高
ま
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
第
二
部
で
は
犯
罪
収
益
規
制
の
基
礎
を
な
す
「
犯
罪
収

益
」
概
念
の
検
討
が
詳
細
に
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
密
接
に
関

連
す
る
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
の
検
討
が
手
薄
で
あ
る
点
が

惜
し
ま
れ
る
。
犯
罪
収
益
の
は
く
奪
を
妨
害
す
る
行
為
で
あ
る
マ

ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
の
刑
事
規
制
は
、
犯
罪
収
益
の
は
く
奪
制

度
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
た
め
、
今
後
、
著
者
が
本
論
文
で
得
ら
れ

た
成
果
を
踏
ま
え
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ

ン
グ
対
策
に
つ
い
て
本
格
的
な
研
究
を
公
に
す
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。
な
お
、
著
者
は
、
先
般
、
各
国
の
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ

対
策
等
に
係
る
法
制
等
の
審
査
を
行
う
政
府
間
会
合
で
あ
る
金
融
活

動
作
業
部
会
（Financial A

ction T
ask Force

〔FA
T

F

〕）
の

審
査
員
に
登
録
さ
れ
、
現
在
、
実
際
に
そ
の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
欲
を
言
え
ば
、
長
期
的
に
は
、
そ
の
実
務
経
験
を
活
か

し
、
イ
ギ
リ
ス
だ
け
で
な
く
、
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
対
策
に

関
す
る
横
断
的
な
比
較
法
研
究
を
遂
行
し
、
こ
の
分
野
に
お
け
る
第

一
人
者
と
し
て
学
界
を
リ
ー
ド
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

最
後
に
、
本
論
文
の
構
成
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
第
一
部

第
一
章
か
ら
第
三
章
ま
で
の
章
の
並
び
順
が
立
法
の
時
系
列
と
は
一

致
し
て
お
ら
ず
、
読
者
に
と
っ
て
や
や
不
親
切
な
感
が
あ
る
。
本
論

文
三
四
頁
で
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
共
謀
罪
（
一
九
七
七
年
に
原

則
廃
止
、
一
部
残
存
）、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
独
立
教
唆
罪
（
二
〇
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〇
八
年
廃
止
）、
制
定
法
上
の
共
謀
罪
（
一
九
七
七
年
制
定
）、
制
定

法
上
の
幇
助
・
奨
励
の
罪
（
二
〇
〇
七
年
制
定
）
の
関
係
が
図
に

よ
っ
て
わ
か
り
や
す
く
整
理
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
図
を
第
一
章
の

中
に
置
く
こ
と
が
妥
当
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
疑
問
も
残
る
。
本

研
究
を
書
籍
化
す
る
場
合
に
は
、
第
一
部
の
冒
頭
に
、
未
遂
罪
を
含

め
た
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
未
完
成
犯
罪
の
全
体
を
俯
瞰
す
る
章
を
置

く
こ
と
を
検
討
す
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
問
題
は
あ
る
も
の
の
、
む
ろ
ん
、
こ
れ
ら
は
本
論

文
の
学
問
的
価
値
を
些
か
な
り
と
も
減
殺
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む

し
ろ
著
者
に
と
っ
て
の
今
後
の
課
題
と
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

四　

以
上
の
よ
う
に
、
本
論
文
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
比
較
法
を
通

じ
て
国
際
組
織
犯
罪
対
策
に
お
け
る
刑
事
規
制
に
つ
い
て
論
じ
た
貴

重
な
研
究
で
あ
り
、
日
本
に
お
け
る
刑
法
学
の
水
準
を
高
め
る
学
問

的
価
値
の
高
い
業
績
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
審
査
員
一
同
は
、

橋
本
広
大
君
に
博
士
（
法
学
）（
慶
應
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与

す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
の
一
致
し
た
結
論
に
至
っ
た
も
の
で
あ

る
。

令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
九
月
二
五
日

主
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

佐
藤　

拓
磨

法
学
研
究
科
委
員・
博
士（
法
学
）　　
　
　
　
　

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

亀
井
源
太
郎

法
学
研
究
科
委
員・
博
士（
法
学
）　　
　
　
　
　

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
オ
ス
テ
ン

法
学
研
究
科
委
員
・
法
学
博
士（Dr. jur.

）　　
　
　
　
　




